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審
議
案
件

令和 4 年3 月定例会令和 4 年3 月定例会

議　　　　案 会 議 結 果
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議案第 16 号

議案第 17 号

議案第 18 号

議案第 19 号

議案第 20 号

議案第 21 号

報告第　5 号

発議第　1 号

議案第 22 号

議会委任の町長専決処分（損害賠償の額の決定）
専決処分　令和３年度一般会計補正予算（第９号）
専決処分　令和３年度一般会計補正予算（第１０号）
専決処分　令和３年度一般会計補正予算（第１１号）
安堵町固定資産評価審査委員会委員の選任同意
安堵町人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
押印見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定
安堵町個人情報保護条例の一部改正
職員の育児休業等に関する条例一部改正
特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の
一部改正
教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の
一部改正
一般職の職員の給与に関する条例の一部改正
安堵町職員の旅費に関する条例の一部改正
安堵町消防団員等公務災害補償条例の一部改正
令和３年度一般会計補正予算（第１２号）
令和３年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
令和３年度下水道事業特別会計補正予算（第１号）
令和３年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
奈良県広域消防組合規約の変更
令和４年度一般会計予算
令和４年度国民健康保険特別会計予算
令和４年度下水道事業特別会計予算
令和４年度介護保険特別会計（保険事業勘定）予算
令和４年度後期高齢者医療特別会計予算
令和４年度水道事業会計予算
令和４年度土地開発公社予算の報告
ロシアのウクライナへの侵攻を非難する決議　
行政組織の変更に伴う関係条例を整理する条例の制定

報告

満場一致承認

満場一致承認

満場一致承認

満場一致同意

満場一致適任

満場一致可決

満場一致可決

満場一致可決

満場一致可決

満場一致可決

満場一致可決

満場一致可決

満場一致可決

満場一致可決

満場一致可決

満場一致可決

満場一致可決

満場一致可決

満場一致可決

満場一致可決

満場一致可決

満場一致可決

満場一致可決

満場一致可決

報告　　　　　

満場一致可決

満場一致可決

第１回定例会を３月１日から１７日までの１７日間で開催しました。
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委
員
会
報
告

　
　
　
　
　
　

委
員
長　

増
井
敬
史

○
議
案
第
16
号
「
令
和
４
年
度
安
堵

町
一
般
会
計
予
算
」　〔

全
会
一
致
可
決
〕

【
報
告
概
要
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
と
そ
の
対
策
の
影
響
が
継

続
す
る
中
で
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

財
政
状
況
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
。

　

財
政
健
全
化
計
画
中
で
あ
り
、
継

続
的
な
事
業
を
中
心
に
持
続
可
能
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す
予
算
編
成

と
な
っ
た
。

　

歳
入
歳
出
総
額
35
億
円
、
前
年
度

比
▲
２
億
２
０
０
０
万
円
（
▲
５
・

９
％
）
減
額
。

（
歳
入
）町
税
全
体
と
し
て
約
１
６
５
７

万
円
の
増
額
、
環
境
性
能
割
交
付
金

は
約
２
２
８
万
円
の
増
額
、
地
方
交

付
税
は
約
１
億
１
２
０
０
万
円
の
増

額
、
国
庫
支
出
金
は
減
額
、
県
支
出

金
は
増
額
、
財
産
収
入
は
土
地
売
却

収
入
に
よ
る
増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。

町
債
は
大
幅
な
減
額
と
な
る
見
込
み

で
あ
る
。
約
２
億
１
３
０
０
万
円
の

財
源
不
足
は
繰
越
金
及
び
財
政
調
整

　
　
　
　
　
　

委
員
長　

山
岡　

敏

【
報
告
概
要
】

○
議
案
第
17
号
「
令
和
４
年
度
安
堵

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
」

〔
全
会
一
致
可
決
〕

　

歳
入
歳
出
総
額
は
、
10
億
４
８
０
１

万
円
で
あ
り
、
前
年
度
と
比
べ
４
８

８
１
万
円
（
４
・
９
％
）
の
増
。

　

委
員
よ
り
活
発
な
質
疑
が
あ
っ
た
。

  

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
今
後
の
計
画
や
経
口
薬

品
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
が
、
国
保

会
計
と
大
き
な
関
連
性
が
あ
る
の
で

注
視
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
。

○
議
案
第
18
号
「
令
和
４
年
度
安
堵

町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
」

〔
全
会
一
致
可
決
〕

　

歳
入
歳
出
総
額
は
、
２
億
７
１
４
４

万
円
で
あ
り
、
前
年
度
と
比
べ

３
０
９
８
万
円
（
10
・
２
％
）
の
減
。

　

下
水
道
事
業
の
公
益
企
業
法
適
正

化
業
務
委
託
費
の
減
少
及
び
公
営
企

業
財
政
健
全
化
支
援
事
業
に
伴
う
償

還
が
令
和
３
年
度
で
完
了
し
た
た
め
。

○
議
案
第
19
号
「
令
和
４
年
度
安
堵
町
介

護
保
険
特
別
会
計（
保
健
事
業
勘
定
）予
算
」

基
金
の
繰
入
に
よ
る
。

（
歳
出
）
新
規
事
業
と
し
て
、
自
治

体
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
環
境
構
築
事

業
、
参
議
院
議
員
選
挙
、
町
長
選
挙
・

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
、
災
害
対
策

用
備
品
購
入
、
ロ
ー
タ
リ
ー
車
購
入
、

改
良
住
宅
下
水
道
接
続
事
業
等
の
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

•

経
費
削
減
の
観
点
か
ら
、
設
備
等

の
維
持
修
繕
費
、
更
新
費
用
に
関
し

て
活
発
に
多
く
の
質
問
が
さ
れ
た
。

•

町
営
住
宅
の
高
架
水
槽
取
替
工
事

に
関
し
て
は
、
将
来
的
に
町
営
住
宅

の
有
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要

が
有
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

•

二
年
間
開
催
が
中
断
さ
れ
て
い
る

「
敬
老
の
集
い
」
の
取
組
に
つ
い
て

も
提
案
が
さ
れ
た
。

•

シ
ス
テ
ム
改
修
に
よ
る
新
規
事
業

が
多
い
こ
と
か
ら
、「
デ
ジ
タ
ル
化

に
伴
う
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
保
護
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
議
員
勉
強
会
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会

特
別
会
計
等
予
算
審
査
特
別
委
員
会

〔
全
会
一
致
可
決
〕

　

歳
入
歳
出
総
額
は
、
８
億
８
７
５

万
円
で
あ
り
、
前
年
度
と
比
べ
３
４

９
１
万
円
（
４
・
５
％
）
の
増
。

　

歳
出
予
算
の
保
険
給
付
費
の
中
、
特

に
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
が
前
年

度
よ
り
２
０
１
７
万
円
増
額
し
た
た
め
。

○
議
案
第
20
号
「
令
和
４
年
度
安
堵

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
」

〔
全
会
一
致
可
決
〕

　

歳
入
歳
出
総
額
は
、
１
億
３
０
２

０
万
円
で
あ
り
、
前
年
度
と
比
べ

１
８
３
０
万
円
（
14
％
）
の
増
。

  

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の

負
担
金
（
納
付
金
）
の
増
額
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

○
議
案
第
21
号 

「
令
和
４
年
度
安
堵

町
水
道
事
業
会
計
予
算
」

〔
全
会
一
致
可
決
〕

　

歳
入
歳
出
に
つ
い
て
、
水
道
事
業

収
益
１
億
８
３
４
３
万
円
で
、
前
年

度
と
比
べ
１
３
１
７
万
円
（
６
・
７
％
）

の

減
、

水

道

事

業

費

用

１
億
７
９
２
６
万
円
、
前
年
度
と
比

べ
２
９
４
万
円
（
１
・
６
％
）
の
減
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
入
は
、
１
２
０
万

円
、
資
本
的
支
出
は
５
４
８
６
万
円

で
あ
る
。
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一
般
質
問
（
要
旨
）問　

大
事
な
こ
と
は
大
地
震

の
第
一
撃
で
命
を
落
と
さ
な

い
こ
と
で
あ
る
。
老
朽
木
造

住
宅
の
下
敷
き
に
な
り
、
窒

息
死
す
る
こ
と
を
防
ぐ
為
に

も
住
宅
の
耐
震
補
強
が
大
切

で
あ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
か
伺
う
。

答　

事
業
部
長　

町
の
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
助
成
制

度
の
案
内
に
加
え
て
、
今
年
度

か
ら
耐
震
啓
発
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
郵
送
し
て
耐
震
化
に
対
す

る
意
識
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

答　

総
務
部
長　

大
規
模
災
害

時
の
応
急
対
策
は
住
民
の
方
々

の
参
画
が
大
変
重
要
に
な
っ
て

く
る
。
防
災
機
能
を
高
め
る
為

に
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を

答　

総
務
部
長　

コ
ロ
ナ
禍
で

住
民
の
皆
様
に
施
設
利
用
等
の

制
限
を
設
け
、
町
の
行
事
を
中

止
し
て
い
る
中
で
、
広
く
住
民

を
募
っ
た
防
災
講
習
会
の
開
催

は
断
念
し
て
い
る
。
大
規
模
災

害
時
の
応
急
対
策
は
住
民
の

方
々
の
参
画
が
重
要
と
な
っ
て

く
る
の
で
、
引
き
続
き
次
年
度

以
降
も
開
催
を
考
え
て
い
る
。

直
近
の
対
応
と
し
て
は
、
区
長

会
等
の
身
近
な
所
か
ら
十
分
な

感
染
対
策
の
も
と
、
講
習
会
又

は
研
修
会
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。 

増
井　

区
長
会
に
、
自
主
防
災

組
織
を
設
立
し
よ
う
と
か
、
防

災
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
て
下
さ

い
と
か
依
頼
さ
れ
て
い
た
が
、

一
向
に
進
展
し
て
い
な
い
。

　

例
え
ば
奈
良
県
防
災
士
会
か

ら
講
師
を
派
遣
し
て
も
ら
っ
て

講
習
会
を
開
催
す
る
と
か
、
具

体
的
に
進
め
て
い
か
な
く
て
は

住
民
の
皆
様
か
ら
防
災
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
と
思
う
。

　

防
災
推
進
協
議
会
も
各
地
区

か
ら
メ
ン
バ
ー
を
選
任
し
て
、

研
修
会
を
開
催
し
、
防
災
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
す
る
方
が
良
い
の

で
は
と
考
え
る
。

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
の
取

組
に
つ
い
て

増井 敬史
  ます い  けい じ　

耐
震
診
断
・
耐
震
補
強

の
取
組
に
つ
い
て

防
災
講
習
会
の
開
催
に

つ
い
て

早
期
に
自
主
防
災
組
織

設
立
を

そ
の
他
の
質
問

行
政
に
よ
る
住
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
支
援
と
防

災
意
識
高
揚
の
取
組
に

つ
い
て

災害に強いまちづくり
―防災意識高揚の取組を―

図
っ
て
い
る
。
防
災
士
資
格
取

得
制
度
を
開
始
し
職
員
も
今
年

一
名
資
格
を
取
得
し
た
。
区
長

会
等
へ
の
啓
発
を
機
会
あ
る
ご

と
に
行
い
、
各
地
区
で
防
災
講

習
を
実
施
し
て
い
く
。
各
地
区

に
お
い
て
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
及
び
選
出
を
依
頼
し

て
、
目
標
と
し
て
は
令
和
４
年

度
中
に
全
地
区
の
自
主
防
災
組

織
結
成
を
目
指
し
、
そ
の
結
成

が
で
き
た
暁
に
は
防
災
推
進
協

議
会
の
設
置
も
視
野
に
入
れ
て

進
め
て
い
く
。

3 月２４日開催の防災研修会（議員参加）
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一
般
質
問
（
要
旨
）

 も り た    ひとみ

森田　瞳

る
な
ど
、
一
貫
し
た
特
色
あ
る

教
育
の
創
造
を
目
指
し
協
議
を

進
め
て
い
る
。

　

将
来
を
見
据
え
、
小
中
一
貫

教
育
や
義
務
教
育
学
校
等
、
今

後
は
制
度
に
つ
い
て
も
調
査
研

究
を
進
め
、
子
ど
も
の
個
性
と

能
力
を
伸
ば
す
有
効
な
方
途
を

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
方
々
・

議
会
の
特
別
委
員
会
の
意
見
を

聴
き
な
が
ら
特
色
あ
る
教
育
の

実
現
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　

平
成
元
年
頃
か
ら
児
童
・

生
徒
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。

全
国
的
な
人
口
は
２
割
程
度
減

少
し
て
い
る
。
こ
の
実
態
は
、

注
視
す
べ
き
と
捉
え
て
い
る
。

　

中
長
期
的
な
視
点
で
は
、

小
中
一
貫
教
育
の
必
要
性
も

必
ず
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

と
思
わ
れ
る
が
、
例
え
ば
ク

ラ
ブ
活
動
に
お
い
て
特
色
あ

る
魅
力
的
な
も
の
を
取
り
入

れ
、
有
能
な
る
指
導
者
を
招

へ
い
し
、「
あ
ん
な
学
校
だ
っ

た
ら
行
き
た
い
な
」
と
い
う

子
ど
も
と
保
護
者
の
希
望
が

上
手
く
か
み
合
え
ば
、
人
口

減
少
の
歯
止
め
対
策
に
有
効

で
あ
る
と
考
え
る
。
何
か
特

化
し
た
教
育
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
、
構
想
が
あ
れ
ば
示

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

こ
ど
も
園
か
ら
小
学
校
へ

の
接
続
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
既
に
作

成
し
て
い
る
。
今
後
は
、
小
学

校
か
ら
中
学
校
へ
同
様
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

　

有
効
な
具
体
的
な
策
は
、
ま

だ
見
出
せ
て
い
な
い
が
、
基
本

と
な
る
学
力
と
体
力
の
向
上
に

ま
ず
取
り
組
ん
で
い
く
た
め

に
、
３
校
園
が
ど
の
よ
う
な
連

携
を
図
っ
て
い
く
か
を
突
き
詰

め
て
い
き
た
い
。
そ
の
先
に
、

こ
小
中
一
貫
し
た
、
特
色
あ
る

教
育
の
創
造
と
い
う
も
の
を
具

体
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

問　

学
校
の
ク
ラ
ブ
で
は
困

難
な
状
況
も
あ
る
な
か
で
、

社
会
教
育
の
面
で
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
伺
う
。

答　

部
活
は
数
も
種
類
も
限
ら

れ
て
い
る
。
生
徒
数
減
少
で
学

級
数
が
減
り
、
教
員
の
人
数
も

減
少
し
て
い
る
。
柔
軟
性
の
あ

問　

町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
完
全
実
施
、
町
立
学
校
の
空

調
整
備
、
幼
保
統
合
型
の
こ
ど

も
園
開
園
等
々
ハ
ー
ド
面
に
お

い
て
は
、
成
果
が
顕
著
に
表
れ

て
い
る
。
一
方
、
ソ
フ
ト
面
の

実
績
は
不
明
確
で
あ
る
。

　

安
堵
町
独
自
の
実
情
に
即

し
た
教
育
の
指
針
等
、
魅
力

あ
る
子
育
て
・
教
育
を
推
進

す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

策
を
講
じ
よ
う
と
考
え
て
お

ら
れ
る
の
か
お
伺
い
し
た
い
。

答　

教
育
次
長　
「
安
心
で
き

る
教
育
環
境
の
整
備
」
に
基
づ

き
ハ
ー
ド
面
の
目
標
に
向
け
て

著
し
く
進
捗
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

加
え
て
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
基
づ
く
町
立
学
校
の

I
C
T
設
備
が
整
い
、
特
別
教

科
・
道
徳
の
実
施
、
小
学
校
高

学
年
の
外
国
語
の
教
科
化
、
新

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
た
教

育
の
実
施
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
「
０
歳
か
ら

15
歳
ま
で
」
の
視
点
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
安
堵
町
の
こ
ど
も

園
・
小
学
校
・
中
学
校
が
接
続

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
す

る
地
域
の
ク
ラ
ブ
活
動
化
の
実

現
に
向
か
う
こ
と
は
、
今
の
方

向
性
で
あ
り
目
標
で
あ
る
。
そ

の
運
営
組
織
づ
く
り
、
指
導
者

の
人
材
確
保
に
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

森
田　

安
堵
町
の
実
態
の
懸
案

事
項
を
皆
と
進
ん
で
解
決
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
我
々
議
会
も

す
べ
て
の
こ
と
に
協
力
を
惜
し

ま
な
い
こ
と
を
こ
こ
で
約
束
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

魅力ある子育て・教育の
推進について

―柔軟な地域のクラブ活動化の実現を―
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一
般
質
問
（
要
旨
）問　

新
た
に
パ
ソ
コ
ン
等
を

導
入
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
）
教
育
環
境
で
の
具

体
的
な
学
習
実
践
は
？

答　

教
育
次
長　

①①
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
を
中
学
校
で
週
２
回
程

度
実
施
。
小
学
校
は
家
庭
で
の
接

続
確
認
を
行
っ
て
い
る
段
階
。

②②
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
状

況
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
教
員

用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
導
入
。

順
次
、
児
童
生
徒
用
も
導
入
計

画
を
進
め
て
い
る
。

③③
児
童
生
徒
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
は
各
自
に
配
備
す
る
た
め

総
数
４
１
０
台
を
導
入
。
現
在

は
、
家
庭
に
持
ち
帰
り
宿
題
等

に
も
活
用
し
て
い
る
。

④④
校
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

は
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
備
が
完

了
。
体
育
館
な
ど
で
は
モ
バ
イ

ル
ル
ー
タ
ー
を
活
用
し
、
タ
ブ

　

授
業
中
に
互
い
に
端
末
の
使

用
に
つ
い
て
教
え
合
い
を
し
な

が
ら
学
習
を
進
め
て
い
る
と
い

う
報
告
も
あ
る
。

②②
児
童
生
徒
用
の
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
の
導
入
に
つ
い
て
、
小
学

校
で
は
令
和
３
年
度
に
５
・
６

年
生
に
「
国
語
」
を
導
入
し
、

令
和
４
年
度
に
は
５
・
６
年
生

に
「
社
会
」
と
「
英
語
」
を
導

入
す
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
は
児
童
生

徒
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
閲
覧

が
で
き
、
文
字
や
図
表
の
拡
大

機
能
も
あ
る
。
ま
た
、
教
職
員

に
と
っ
て
も
授
業
中
に
個
々
の

児
童
生
徒
の
意
見
を
把
握
で
き

る
な
ど
の
効
果
や
利
点
が
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。

　

令
和
４
年
度
に
導
入
さ
れ
る

「
英
語
科
」
で
は
、
英
単
語
や

文
章
の
音
声
再
生
や
録
音
の
機

能
が
あ
り
、
従
来
の
教
科
書
に

は
な
い
機
能
が
魅
力
的
で
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。

問　

教
職
員
の
人
材
確
保
と

学
習
支
援
員
等
の
導
入
は
？

答　

①①
令
和
３
年
度
は
、
小
学

校
に
奈
良
県
教
育
研
究
所
か

ら
、「
理
科
観
察
実
験
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
の
派
遣
を
受
け
た
。

　

理
科
の
授
業
の
際
に
は
、
実

験
用
具
の
準
備
や
授
業
中
に
は

児
童
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る

等
、
よ
り
効
果
が
高
ま
っ
た
と

認
識
し
て
い
る
。

②②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

支
援
員
を
配
置
し
て
、
小
中
学

校
に
派
遣
し
て
い
る
。
教
職
員

の
指
導
力
向
上
の
た
め
研
修
会

を
開
催
し
た
り
、
授
業
中
に
は

児
童
生
徒
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
に

活
躍
し
た
り
し
て
い
る
。

　

令
和
４
年
度
も
配
置
を
継
続

す
る
。　

淺野　勉
 あさ の 　  つとむ

魅力ある学校教育の推進
のため、ＧＩＧＡスクール

構想の展開は？

レ
ッ
ト
端
末
が
使
用
出
来
る
よ

う
に
整
備
し
た
。

⑤⑤
教
職
員
の
学
校
業
務
負
担
軽

減
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
と
シ
ス
テ
ム
構
築
が
完
了

し
、
令
和
４
年
度
か
ら
「
奈
良

県
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ

ム
」
の
運
用
を
開
始
す
る
。

問　

情
報
機
器
等
の
使
用
時

の
管
理
は
？

答　

個
人
情
報
保
護
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
対
策
は
、
各
児
童
生

徒
に
は
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
パ
ス

ワ
ー
ド
を
設
定
し
、
パ
ソ
コ
ン

使
用
時
に
対
応
し
た
個
人
情
報

保
護
に
努
め
て
い
る
。

問　

情
報
機
器
を
活
用
し
た

授
業
の
展
開
は
？

答　

①①
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
」
の
授
業
展
開
に
つ
い

て
、
小
中
学
校
共
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
し
た
学
習
を
進

め
て
い
る
。
自
ら
の
課
題
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
発
表

し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
学
習
で
集

約
し
た
り
し
て
い
る
。
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一
般
質
問
（
要
旨
）

  まつ だ　  まさる

松田　勝

を
完
全
に
分
離
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
徳
島
県
の
病
院
の
よ
う

な
恐
れ
が
無
い
と
認
識
し
て
い

る
。

問　

危
機
管
理
室
の
業
務
は

多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、

必
要
要
員
数
の
見
直
し
、
ま

た
事
務
所
の
場
所
を
含
む
職

場
環
境
の
整
備
が
必
要
と
思

わ
れ
る
。
考
え
方
を
伺
う
。

答　

総
務
部
長　

要
員
配
置
等

に
つ
い
て
は
令
和
４
年
４
月
１

日
に
向
け
て
検
討
中
で
あ
る
。

ま
た
、
職
場
環
境
の
整
備
に
つ

い
て
も
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

結
果
が
出
次
第
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

問　

徳
島
県
の
病
院
で
、
サ
ー

バ
ー
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
た
事
件
が

あ
っ
た
が
、
安
堵
町
に
お
い

て
も
大
量
の
住
民
デ
ー
タ
が

保
存
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
管
理
は
大
丈
夫
か
。

答　

総
務
部
長　

行
政
系
、
個

人
情
報
を
含
め
た
事
務
系
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
系
の
三
つ

問　

昨
年
11
月
に
発
足
し
た

危
機
管
理
室
は
、
ま
だ
４
か

月
し
か
経
過
し
て
い
な
い
こ

と
も
あ
り
、
住
民
に
わ
か
り

に
く
い
活
動
と
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
？
危
機
管
理

室
の
主
た
る
目
的
及
び
本
日

ま
で
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。
ま
た
、
目
的
達
成
の

た
め
の
今
後
の
活
動
計
画
を

伺
う
。

答　

総
務
部
長　

大
規
模
な
自

然
災
害
、
新
型
感
染
症
等
の
感

染
拡
大
及
び
業
務
上
の
リ
ス
ク

等
、
危
機
が
発
生
し
た
時
に
総

合
的
な
危
機
管
理
体
制
の
一
層

の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
令

和
３
年
か
ら
防
災
士
資
格
取
得

助
成
制
度
に
よ
る
防
災
リ
ー

危機管理室の活動状況は？
自主防災リーダーの選出が重要

防犯推進協議会の強化も

大
規
模
災
害
時
に
対
応

可
能
な
体
制
づ
く
り
を

作
業
に
見
合
っ
た
要

員
配
置
と
環
境
整
備

は
如
何
に
？

避
難
時
の
空
き
巣
に

ご
用
心

住
民
デ
ー
タ
の
管
理
は

大
丈
夫
？ 情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
は
大
丈
夫
？ 

職
場
環
境
の
整
備
も
大
事

ダ
ー
育
成
な
ど
を
図
っ
て
い
る
。

　

ハ
ー
ド
面
で
は
避
難
所
へ
の

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発
電
機
の
配
備
、
自

動
車
会
社
と
の
給
電
協
定
な
ど

を
実
施
。

　

今
後
も
、
自
主
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
を
行
い
、
令
和
４

年
度
中
の
自
主
防
災
組
織
結
成

を
目
指
す
。

答　

総
務
部
長　

防
犯
推
進
協

議
会
の
活
動
と
し
て
は
、
日
常

見
守
り
と
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後

は
、
大
規
模
災
害
発
生
時
を
想

定
し
、
防
犯
推
進
協
議
会
の
皆

様
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
。

問　

避
難
を
終
え
た
後
の
空

き
巣
対
策
も
重
要
で
あ
る
。

防
犯
推
進
協
議
会
の
強
化
も

必
要
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ

る
が
如
何
か
。
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議会だより あんど

○
発
議
第
１
号
「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
侵
攻
を
非
難
す
る
決
議
」

満
場
一
致
可
決

提
出
者　

山
岡　

敏

賛
成
者　

福
井
保
夫
、
松
田
勝
、

　
　
　
　

増
井
敬
史
、
三
浦
博
、

　
　
　
　

淺
野
勉
、
森
田
瞳
、

　
　
　
　

大
星
成
司

【
報
告
概
要
】

　

本
年
２
月
24
日
に
、
ロ
シ
ア
が
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
を
開
始

し
、
今
な
お
民
間
人
を
含
む
多
く
の

犠
牲
者
を
出
し
続
け
て
い
る
。
他
国

の
主
権
と
領
土
を
侵
す
こ
の
行
為

は
、
武
力
の
行
使
を
禁
ず
る
国
際
法
、

さ
ら
に
は
国
連
憲
章
の
重
大
な
違
反

で
あ
る
。
国
際
秩
序
の
根
幹
を
揺
る

が
し
、
国
際
社
会
の
平
和
と
安
全
を

大
き
く
損
な
う
も
の
で
、
断
じ
て
容

認
で
き
な
い
。

　

安
堵
町
議
会
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
や
主
権

侵
害
を
強
く
非
難
し
抗
議
す
る
と
と

　　

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き

議
会
だ
よ
り
あ
ん
ど  

第
13
号　

 

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
） 

５
月
１
日
発
行　

発
行
人　

〒
６
３
９ｰ

１
０
９
５　

奈
良
県
生
駒
郡
安
堵
町
東
安
堵
９
５
８
番
地　

議
会
議
長  

福
井 

保
夫

第
40
号

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、本会
議・委員会等を傍聴される方は、次の項目について、
ご理解・ご協力の程よろしくお願いいたします。

議会を傍聴しよう!!議会を傍聴しよう!!

◦入場時に手指の消毒を行ってください
◦室内ではマスクの着用など咳エチケットの励行
に努めてください
◦37.5度以上の熱、強いだるさ、息苦しさがある場
合は、傍聴をご遠慮願います

編　集　議会広報編集部会　電 話 0743-57-１511（代表）（議会事務局・内線 522）　
　　　　　　　　　　　　　 FAX 0743-57-１526　E メール：gikai-jimukyoku@town.ando.lg.jp

４
月
21
日　

議
案
事
前
説
明
会

　
　

26
日　

議
会
運
営
委
員
会

５
月
10
日　

第
１
回
臨
時
会

　
　
　
　
　

本
会
議
（
開
会
）

　
　

17
日　

議
案
事
前
説
明
会

　
　

23
日　

議
会
運
営
委
員
会

６
月
２
日　

第
２
回
定
例
会

　
　
　
　
　

本
会
議
（
開
会
）

　
　

３
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　

６
日　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　

７
日　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
　

13
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

15
日　

本
会
議
（
閉
会
）

次
回
の
定
例
会
（
予
定
）

次
回
の
定
例
会
（
予
定
）

も
に
、
ロ
シ
ア
に
対
し
、
攻
撃
の
即

時
停
止
と
部
隊
の
完
全
撤
退
を
強
く

求
め
る
こ
と
を
決
議
し
た
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事

侵
攻
や
主
権
侵
害
に
強
く
抗
議
す
る

た
め
、
ロ
シ
ア
大
使
館
に
抗
議
文
を

送
付
し
た
。

　

こ
の
抗
議
文
は
全
議
員
賛
同
の
も

と
、
議
長
と
町
長
の
連
署
で
発
出
し

た
。
全
文
は
安
堵
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
。

　

本
定
例
会
初
日
に
、
監
査
委
員
か

ら
定
期
監
査
の
結
果
報
告
が
あ
っ

た
。
詳
細
は
安
堵
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
監
査
」
内
に
報
告
書
を
掲
載
し
て

い
る
。

２
月

　

４
日　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

15
日　

議
案
事
前
説
明
会

　

18
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

議
員
勉
強
会

３
月

　

１
日　

第
１
回
定
例
会

　
　
　
　

本
会
議
（
開
会
）

　

２
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

　

３
日　

一
般
会
計
予
算
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

４
日　

特
別
会
計
等
予
算
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

９
日　

子
供
及
び
子
育
て
世
代

　
　
　
　

の
人
口
増
に
関
す
る

　
　
　
　

対
策
検
討
特
別
委
員
会

　

11
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

17
日　

本
会
議
（
閉
会
）

　
　
　
　

第
１
回
広
報
編
集
部
会

　

24
日　

第
２
回
広
報
編
集
部
会

４
月

　

８
日　

議
員
会
総
会

　
　
　
　

第
３
回
広
報
編
集
部
会　

　
　
　
　

議
員
勉
強
会

議
員
発
議

抗
議
文

定
期
監
査
報
告


